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軽度 重度

データセット：EyePACS dataset, Messidor-1
分類対象：4クラス分類（4段階での進行度）

3クラス分類（3段階での進行度）
2クラス分類（軽度/重度）
2クラス分類（非罹患者/罹患者）

実験結果

軽度 重度

糖尿病性網膜症の診断に使う眼底画像

入力

各データセット，各分類におけるクラス分け

前処理

DNNs

診断結果

出力

医師による
画像診断

コンピュータによる
画像診断

• 医師への負担大

• 専門的な知識が必要

• 診断結果のばらつき

提案モデル

NTS-Netアンサンブル

糖尿病性網膜症
• 近年増加傾向
• 自覚症状の少なさ
• 失明の原因

早期発見が
重要

• 医師の負担軽減
• 医師の少ない地域

での診断の助けに
• 再現性の高い診断

結果兆候は微細で散在している

Saliency-Sampler

• NTS-Netは特に有効な手法である．
• Saliency-Samplerは一部の実験で精度が優れない．

→リサンプリングが困難なため
• 初期段階の糖尿病性網膜症は特に認識が困難である．

入力画像 生成画像Saliency-map
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一般画像分類手法

Fine-Grained 
Classificationの手法

Fine-Grained Classificationの手法で
精度が向上
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微細で重要な
部分に注目

糖尿病性網膜症の兆候は

微細で散在している

Fine-Grained
Classificationの手法
を組み合わせる


